
加子母の広報＆生活支援システム

特定非営利活動法人かしもむら

〒508‐0421 岐阜県中津川市加子母３５１９番地２

☎0573-79-3669 URL：http://www.kashimo.jp
ｅ-mail：npokashimo＠gmail.com

デジタル活用、まず何から始めるか。
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加子母のご紹介

加子母の広報＆生活支援システムの概要

加子母での進め方

広報システムのご紹介

生活支援システムの

６ 「カシモール」について



東 濃 檜 伊勢神宮式年遷宮 御杣始式／伐採式

か し も

加子母 のご紹介

♨下呂温泉

「かしも明治座」

・標高５００～７００ｍ ・総面積１１４.１６㎢ ・９４％が山林 ・農地面積２７６ha(うち田が８０％)

加子母のトマト 明治創建の芝居小屋



加子母の広報＆生活支援システム

ＮＰＯの地域放送普及事業

目 的 ❶地域情報の発信と共有を通じた地域の一体感と安心の醸成

❷高齢化社会を支える生活支援のしくみづくり

❸ＩＴ(デジタル)による地域生活インフラの構築

住みよい地域づくりと活性化に貢献する。

広報システムセンター
(業務委託)

広報システム

生活支援システム

家庭用端末
(広報受信機)

地域の家庭や事業所

インターネット網

基地局
Wi-Fi スマホ受信

【システムの基本構成】

きっかけは 従来、防災行政無線の電波を利用して「放送」をしていましたが、防災放送の電波利用が停止されることが
決まり、２０１９年１１月で停波が決定したため、それに替わる放送システムの構築の要請が出てきました。



ＮＰＯの地域放送普及事業

❶双方向通信で結ぶ
地域完結の
ネットワークシステム

テレビ

インターネットやスマホ

電気

❷日本中どこにもある
安定した社会インフラ
を利用

❸機能追加がし易い
「拡張性」と「柔軟性」
をもった設計

【加子母広報システムの特長】

拡張性 柔軟性

シンプル
な構成 信頼性の高

いパーツ



加子母での進め方

企画案の作成
（素案）

むら協から
要請

むら協に提案
基本合意

要件の
まとめ

システム案
の作成

合意
形成

むら協で
最終決議

システム構築を決定

設計・構築

受信機購入代金の積立

テスト 開始日の決定
稼働
監視

受信機の
設置

企画工程 合意・決裁工程

製造
放送
開始

生活支援 開発
シス
テム

システム構築工程 ２次開発

広報システム運用

全戸実態調査

2015年

2017年

2017年5月

2016年

【構築で大切にしたこと】① 地域の合意形成･･･基本要件
② 地域の皆んなでつくる･･･地域の様々な人たちが参加しました。
③ 簡単なしくみにすること･･･高齢者をターゲット、全てをＩＴ化しない。
④ 拡張性、柔軟性を備えた設計･･･多機能に対応する設計。
⑤ 失敗しない････充分な要件定義とテスト

総務省
過疎地域等集落ネットワー
ク圏形成支援交付金事業

各区・各班から推進リー
ダーを選抜し導入サポート

【スケジュールの概要】

基本：各家庭で設置
要請あればＰＪで対応

配布は各区の推進リーダー

全区を回って、夜間に
説明・意見交換会を開催

事業はＮＰＯが受託

事業管理はプロ
ジェクトチーム ２０１９年買い物システム開始

スマホ連携
２０２２年開始



2016 2017 2018                                                                              

回線工事・端末の設置/設定作業（５ヶ月)

《加子母地域広報システム》導入基本スケジュール

設計工程
【1.5ヶ月】

要件定義

〈年〉
〈月〉

N/W設計

第１版 2014.7.17作成 第２版 2016.9.22更新

10  11 12 1 2   3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 1 2 3 4 5 6          7          8           9   

概要
確定シ

ス
テ
ム
開
発
・製
造
・テ
ス
ト
・設
置

●基本契約(NPOアリッツ)

◎利用者申込(利用者NPO)

判定
会議

設置担当者研修
研修計画・研修ツール制作

センターシステム
開発工程【3ヶ月】

※月産20０台(日産5台)
切
替
判
定

会員登録

各種マスタ登録

展開計画策定

10 11 12 1 2 3               4 5                6              7              8               9              10                11            12              1 2 3 4 5 6             7 8               9    

“新”
広報システ
ム稼働

使用説明書制作

１０月度
むら協委員会

端末製造工程【4ヶ月】

端末用部材調達

設計工程【3ヶ月】

補助金事業期間
決
定

実
証
テ
ス
ト
①

ＴＥＳＴ用
端末生産

実証テスト②【６ヶ月】

●
締
切
1
／
10

第１回
申込

第２回
申込

回線工事
端末の設置
設定作業

端末製造工程

端末用部材調達

新しい放送開
始時から利用

できます

2018/7頃
から利用いた

だけます

積立期間（¥2,000×10回）

運
用
・
保
守

【実証テスト対応】
・運用・保守
・コールセンター

【本番対応】・・・各家庭への端末設日以降の対応
・運用・保守
・コールセンター

運
用
態
勢
整
備

マスタ登録

（稼働後)基本サポートＳＶＳコンソーシアム

実証用登録 本番用登録

●
締
切
1
／
10

一括払（¥未定）

★広報班リーダー会議
12/14

運用体制づくり

報
告
書
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アリッツ(株)

●プロジェクト期間：平成２８年１０月～平成３０年９月
現行システム

停止

報告書作成
提出：３月末

内
示

●総務省補助金事業の報告書は
2017年3月末日提出

第４版 2017.2.1更新 ・積立期間の変更

第５班 2017.3.2更新

第３版 2016.10.31更新 ・総務省交付金によるスケジュール変

開発
準備

開発工程
【3ヶ月】

単
体
･
結
合
テ
ス
ト

12/22～

承
認

一括払（¥20,000）
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



草刈りや大工
仕事の依頼

安否確認

買い物システム 求人情報

文字
放送

インターネット網

広報システム

買い物

生活支援システム

定時放送

防災放送

※生活支援システムで考えられるサービスの一例です

携帯基地局

Wi‐Fi

●スマホでも
受信ができます。

広報システムセンター

❶音声放送

❷文字放送

❸緊急(防災)放送

❹臨時放送

❺グループ放送

❻広告放送

❼再放送

放送の種類

グループ放送

農産品の集･出荷

工事情報
地域情報掲示板

利用者端末機
(受信機)

※インターネットのないご家庭(高齢者世帯など)はポケットWi-Fiで対応

広報システムの全体図

音
声
放

送

赤枠は現在運用中のサービスです



①音声放送

(1)定時放送････＜朝の放送 6:30＞＜昼の放送 12:10＞＜夜の放送 18:30＞
１日３回、３６５日放送。

(2)臨時放送････緊急（不審者警報、熊等の出没、商店の臨時休業や
臨時閉店、迷い犬など）のお知らせ。

(3)防災放送････防災無線で広報された警報やＪアラートを放送。
家の中でクリアに聞こえます。

(4)グループ放送････区(集落)別放送や団体、グループなど特定の団体所属者のみを対象に放送します。
特定の区民のみに行事のお知らせや変更・中止のお知らせ等に利用します。

(5)商業(有料)放送･･･お店のＰＲや求人放送など有料で放送します。

(6)再放送･･････････当日放送はもちろん、過去の放送も日時を選んでいつでも再放送で聞くことができます。

受信機のスピーカーを通して放送を聞きます。

受信機本体

文字放送

音声放送

操作パッド

テレビ画面

買い物画面

文字
放送

利用者端末機
(受信機)

テレビに接続

②文字放送 受信機と接続したテレビ画面で見ます。

文字放送は、音声放送と同じ内容を文字で伝えます

広報システムの機能

アナウンサーの
SAYAKAです
音声合成システ
ムを使用してい
ます。



・高齢化の進展に伴い、買い物に出かけることが困難な高齢者が増えています。家庭
に居て、受信端末からテレビ画面を見ながら注文。１日２便朝と夕方に届きます。
地域内への配達だからクイック･レスポンスでお届けします。

・事業者は、全て加子母のお店。顔が見えるお店から安心して買えます。
「経済の地域内循環」が実現します。

稼
働
中
の
サ
ー
ビ
ス

生活支援システムの機能

買い物システムのしくみ

商品

❶注文

広報
システム
センター

❷注文情報

広報システム

事業者さん(お店)

注文受付 販売処理

買い物システムの運用管理
を行います

買い物システム

❺支払い

❸販売処理

・高齢者の生活支援
・買い物難民対策
・生活利便性の確保
など、これからの
不安に対応します。

❸集荷
業務委託先：

自動ＦＡＸ

❹お届け (１日２便：午前便／午後便)

商品は家庭のテレビ
の画像を見て選んで
頂きます

して
く



安否確認（見守り）

求人情報

農産品などの集･出荷システム

地域情報掲示板工事情報

困りごと支援

・地域で仕事を探している方に求人募集をお届けします。
・近隣の地域からの求人募集もあります。

・地域のさまざまな情報をお知らせします。
・「工事の情報」(水道工事や道路工事など通行止めが発生する工事。
・「葬儀のお知らせ」

検
討
中
の
サ
ー
ビ
ス

・家庭で発生する様々な作業：家の周りの草刈や庭木の剪定。
・ちょっとした大工仕事など、自分では出来ない仕事。
・シルバー人材センターやボランティアグループ等との連携も検討します。

・高齢独居者や老老世帯等の安否を見守るシステムです。
・センサーにより安否の確認を行う仕組み
・都会に住む近親者へ有料で安否情報を提供することも可能です。

農産品生産者

買い物システム
【集荷依頼】

集出荷依頼

出荷

広報システムセンター

道の駅等の販売店納品

集出荷システムのイメージ図

生活支援システムの機能

稼
働
中
の
サ
ー
ビ
ス

集荷

広報システム



生活支援システムの機能

米・茶・
コーヒ－

加子母茶や
Caféのコー
ヒー
ブランド米など

木製品・薪など

加子母の木工事業者
が製造する様々な

木製品
おひつやブラシ類

雑貨

デザイナーのアー
ト作品や女性グル
ープの手作り小物
キャンドルなど

ピザ
手作りのピザを
冷凍でお届け

蜂蜜

丹精込めて育てた
極上の蜂蜜です

ネットに広がる加子母の商店街です

この商品情報は、加子母で暮らす
女性グループが直接取材して紹介
しています。

郷土料理

朴葉寿司
ケイちゃん

トマト

トマトと言えば
加子母！

加工品も豊富です

菓 子

栗きんとん
草もち
わらびもち

花

加子母で育った
花々をお届け

農産品を始めとする加子母産品のオンラインショップ

加子母の

トマト



ご清聴ありがとうございました。


